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研究成果の概要（和文）：「MRI(magnetic resonance imaging)を用い、器質的原因の不明な慢性痛（Central 
dysfunctional pain: 脳機能障害性痛）の脳内メカニズムと神経変性を、脳科学的に明らかにする」という「計
画目的」を果たすべく、研究成果を、国際学会と学術論文として発表を行った（Neuroscience 2018 [第48回 北
米神経科学学会]；荻野、他「機能が変わると構造も変わる - 痛みと脳可塑性」2018）。

研究成果の概要（英文）：Through the current study project: Exploring the central  mechanism of 
chronic pain (Nociplastic pain) using MRI, we investigated our object : making clear the mechanism 
of nociplastic pain that its organic pathology is unknown, using magnetic resonance imaging (MRI). 
Using voxel-based morphometry (VBM) and resting-state MRI and diffusion tensor imaging (DTI) 
technique, we acquired 3-tesla MRI of the atypical orofacial pain patients. These acquired data are 
now under analysis, summing of the results and the preparation of publication. Another achievement 
is the study regarding neuroplasticity in elite athletes. We clarified the structural and functional
 plasticity in professional boxers and its widely distributed functional connectivity were enhanced 
by Body-Mass-Index decrease, implying the significance of weight-making in pre-match period. The 
publication was conducted in Neuroscience 2018 at San Diego, CA, U.S.A. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究成果の社会的意義と重要性として、研究結果をすぐに臨床にもフィードバックすることができ、患者からの
結果要請にも積極的に応えていき、これまで「心因性」と説明しても納得することがなかった患者さんに、“脳
機能障害性痛”という新しい痛みの要素と病態メカニズムを説明できるようになった。その臨床的意義は引き続
き継続し、ペインクリニック臨床と痛み診療において、疾患の概念を最新のものとし、「認知性疼痛」として新
たな痛みのメカニズム提唱へと繋がってきている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
痛みは不快な感覚・情動体験であり (Ogino et al., Cerebral Cortex. 2007)、本来、進化生物

学的には生存可能性を高めるために重要な情報であるが、いったん慢性遷延化すると、末梢か
ら中枢まで様々な機能的、可塑性の変化を及ぼし、病的痛みを引き起こす(Molecular Pain 2007, 
3: 25)。近年の脳科学研究成果により、様々脳機能が明らかになってきたが、依然、慢性痛の
多くは器質的原因が不明であり、その病態に central dysfunctional pain（脳機能障害性）: 大
脳皮質−皮質、皮質−皮質下ネットワーク変容、機能変容、形態変性、軸索損傷が関わっている
と示唆される。しかし、MRI 最新解析を駆使した包括的、決定的な研究はまだなく、効果的薬
物治療（主に抗うつ薬）の脳内作用機序も依然不明のままである。また、慢性神経変性疾患の
機序解明を補完する脳生理学的研究対象として、ヒトの生理的限界状態であるアスリートの脳
内神経変性（解剖、軸索損傷、機能的連結）についても、最新脳科学技術により明らかにする
余地は大きく残されている (Ogino et al., A&A 2014; Singh et al., JAMA. 2014)。 
 
２．研究の目的 
機能的身体症候群（FSS: Functional Somatic Syndrome）は、線維筋痛症、顎関節症、非定

型口腔顔面痛、舌痛症、過敏性腸症候群、むずむず脚症候群、慢性疲労症候群などを包括した
概念で、診断基準が類似し、疾患間合併を認め、抑うつ・不安を伴い、女性に多く、同じ治療
に反応するという特徴を持つ慢性痛疾患群であり (Wessely, 1999)、明らかな器質的原因や神
経損傷のある（中枢性）ニューロパシックペインとは区別され、“脳機能障害性痛”が主な病態
メカニズムと示唆される慢性痛の疾患群である。本申請者は、ペインクリニック外来において、
上記 FSS のなかでも、線維筋痛症、顎関節症、非定型口腔顔面痛、舌痛症を歯科連携、精神科
リエゾン連携で診察しており、外来における簡易スクリーニングによる検出にも力を入れてき
た（日本臨床麻酔科学会誌 2013）。これら疾患の多くに器質的原因が見いだせず、薬物療法と
認知行動療法が効果的治療となっているが、そのメカニズム解明には脳科学的探求が必要であ
る。また、脳神経変性過程の解明に役立つ補助的研究として（以前我々は脱水状態における痛
み脳活動過剰を示したが（Anesthesia & Analgesia 2014））、被験者がプロボクサーのような
強度脱水状態ではどうか、試合後脳に慢性外傷性脳症の機序や兆候が見いだせないか、という
着想があった。 
 

３．研究の方法 
— 主要評価項目（プライマリーエンドポイント） 
1) （評価項目）アンケート：1．痛みの程度/持続期間/現在の痛みに対する受診歴、2．包括的
QOL（生活の質）尺度：SF-36、3．PCS (Pain Catastrophizing Scale: 痛みの破局化思考スケ
ール) 、4．Pain DITECT 日本語版（神経障害性痛性向調査）、5．FiRST (Fibromyalgia Rapid 
Screening Test: 線維筋痛症迅速検出質問票)等 
2) MRI 評価 
2-1）VBM 解析(#1): ２群間（患者群と健康被験者群）比較 2-2) SWI 解析(#2)： ２群間比
較、脳静脈血行の変化 2-3) RS-fMRI 解析(#3)： ２群間比較、脳機能的結合の変化 2-4) DTI
解析(#4)：２群間比較、脳内白質神経線維束の形態変化（右図：DTI 解析のサンプル画像：線
維束の方向によって色分けをして、白質障害度を定量化） 
 
４．研究成果 
「 MRI(magnetic resonance imaging)を用い、器質的原因の不明な慢性痛（Central 

dysfunctional pain: 脳機能障害性痛）の脳内メカニズムと神経変性を、脳科学的に明らかに
する」という「計画目的」を果たすべく、研究成果を、国際学会と学術論文として発表を行っ
た（Neuroscience 2018 [第 48 回 北米神経科学学会]；荻野、他「機能が変わると構造も変わ
る - 痛みと脳可塑性」2018）。 
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